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	地域探究Ⅱ～3年～
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3年生は、これまでの探究活動の積み重ねをもとに、進路や将来を見据え　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ながら学びを深めてきました。高校魅力効果評価システムは、 R7年2月は学年全員、R8年2月は「地域探究Ⅱ」履修者のみを対象に実施しました。2年学年末から3年学年末の1年間の結果を比較することで、探究活動を継続して取り組んだ生徒が、どのような力を伸ばしてきたのかを確認しています。その中でも、特に伸びが大きかった項目の上位5つを、ここで紹介します。
	①自分の将来に向けて大切だと思うことを実行している                       88.6％→100％　↑28.5％ ②活動、学習内容について大人（教員や地域の大人）と話し合う　60.2％→88.0％   ↑27.8％ ③自分の将来について明るい希望を持っている                                   69.1％→96.0％   ↑26.9％ ④地域に尊敬している・憧れている大人がいる　　　　　　　　      55.3％→80.0％   ↑24.7％ ⑤うまくいくか分からないことにも意欲的に取り組む　　　　　　　    72.4％→96.0％   ↑23.6％
	評価結果から、第一期生の卒業生が在学中の3年間を通して、自らの将来を見据えて行動する力や、不確実な状況にも前向きに挑戦し続ける姿勢を大きく伸ばしてきたことがうかがえます。また、教員や地域の大人との対話を重ねる中で、社会の中に目標となる存在を見つけ、将来への希望をより具体的なものとしてきました。こうした経験の一つひとつは、卒業後のさまざまな場面で、判断や行動を支える力となっていくはずです。 本校で培った学びと出会いが、それぞれの進路において生かされていくことを期待しています。
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